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１月の社協だより

　今月号の表紙は「寺中みそ作り体験」です。
地域サロンの担い手育成の一環として行い、講師

に福富地区民生委員児童委員の冨田さんにご協力い
ただきました。
　また、今月号は当協議会の様々な事業を紹介して
います。

　社協情報には、１月の相談日やお知らせ等
を掲載しています。

もくじ
新年のご挨拶／会長　西村　博則

事業案内／保健福祉センター内、木山仮設団地内

総務課／福祉サービス苦情解決第三者委員、寄付のお礼

地域福祉課／地域福祉の概要、相談支援事業、認知症地域支援事業

在宅福祉課／居宅介護支援事業、車イスの貸し出し、事業紹介

地域支え合いセンター／地域支え合いセンター、ＣＳＷ

シルバー人材センター／活動紹介、会員募集

木山仮設利用団体／地域支え合いセンター

高年齢者の生きがいづくり／シルバー人材センター

社協情報／ひきこもり相談窓口、もの忘れ相談室　など
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るまでもう少しるまでもう少し
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社協たより
安心して暮らせる福祉のまちづくり



２2023/1社協だより

本年もよろしくお願いいたします

新
年
の
ご
挨
拶

社
会
福
祉
法
人

益
城
町
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
　
西
村
　
博
則

　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
令
和
５
年
の
新
春
を

健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
い
ま
だ
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
や
世
界
情
勢
の
変
化
に
伴
う
物
価
高
騰
な
ど
の
影

響
に
よ
り
ま
し
て
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
様
々
な

ご
苦
労
が
あ
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
一
日
も
早
い
収

束
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
熊
本
地
震
か
ら
６
年
８
か
月
が
経
過
し
、
県

道
熊
本
高
森
線
の
４
車
線
化
工
事
や
木
山
復
興
土
地
区

画
整
理
事
業
な
ど
の
復
興
事
業
が
着
実
に
進
ん
で
い
ま

す
。
本
年
５
月
に
は
、
役
場
新
庁
舎
の
供
用
開
始
を
予

定
し
て
お
り
、
目
に
見
え
る
形
で
の
復
興
が
進
ん
で
い

ま
す
。

　

一
方
で
、
令
和
４
年
11
月
末
日
現
在
、
い
ま
な
お
仮

設
住
宅
等
に
入
居
さ
れ
て
い
る
方
が
７
世
帯
と
な
っ
て

お
り
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
し
ま
し
て
は
、
こ
の
よ
う

な
皆
様
の
生
活
再
建
に
向
け
た
総
合
相
談
、
見
守
り
活

動
、
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
等
に
つ
い
て
、
最

後
ま
で
寄
り
添
っ
た
支
援
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
認
知
症
地
域
支
援
事
業
や
居
宅
介
護
支
援
事

業
等
の
実
施
に
加
え
、
全
国
で
問
題
に
な
っ
て
お
り
ま

す
子
ど
も
の
貧
困
や
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
等
の
新
た
な
課

題
や
地
域
の
困
り
ご
と
や
ご
相
談
に
応
え
て
い
く
こ
と

も
重
要
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
オ
ー
ル
ま
し
き
」
の
も
と
、
地
域
の

皆
様
と
行
政
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
一
体
と
な
っ
て
、

地
域
福
祉
の
向
上
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
社
会
福
祉

協
議
会
と
し
ま
し
て
も
、
各
種
事
業
を
通
し
て
、
お
互

い
が
支
え
合
え
る
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
役

職
員
一
同
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
皆

様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方
の
益
々
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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。
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益城町保健福祉センター内業務

住所　益城町惣領 1470
電話　096-214-5566
業務内容
・総務課

寄付（香典返し寄付、一般寄付）
日赤・共同募金（日赤会費、赤い羽根、歳末）
広報（社協だより、ホームページ）

・地域福祉課
地域サロン、高齢者相談員、各種団体事務局
生活支援コーディネーター
ボランティア、イベント
相談関係（貸付、生活困窮者自立支援事業、
地域福祉権利擁護事業）
認知症事業関連（サポーター養成講座等）

・在宅福祉課
居宅介護支援事業所
福祉用具貸し出し（車イス）

住所　益城町木山 866-1
（事務所：北集会所内）

電話　096-289-6092
業務内容
・地域支え合いセンター

木山仮設、みなし仮設訪問、見守り
各種イベント（お茶会、ラジオ体操等）

・コミュニティソーシャルワーカー
（ＣＳＷ）

各種相談受け付け
行政区別福祉座談会
社会福祉士連絡会

・シルバー人材センター
作業依頼受け付け、見積り・請求業務

・その他
心配ごと相談
自宅療養者等の買い物支援事業

木山仮設団地内業務
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福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
解
決
第
三
者
委
員

第
三
者
委
員
と
は
？

　

平
成
12
年
の
社
会
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
、

福
祉
事
業
者
の
苦
情
処
理
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
苦
情
解
決
の
社
会
性
や
客
観
性
を
確
保

し
、
利
用
者
の
立
場
や
特
性
に
配
慮
し
た
適
切

な
対
応
の
推
進
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
解
決
制
度
」
が
設
立
さ

れ
、
あ
わ
せ
て
「
第
三
者
委
員
」
制
度
が
導
入

さ
れ
ま
し
た
。

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
生
活
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ

ス
で
あ
る
こ
と
か
ら
利
用
者
は
「
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
」
と
弱
い
立
場
に
置
か
れ
が
ち
で

す
。
苦
情
が
な
い
場
合
で
も
、
実
は
利
用
者
が

我
慢
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
一
方
で
ク
レ
ー

マ
ー
と
言
わ
れ
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
過
剰
な
抗
議

を
繰
り
返
す
場
合
も
あ
り
、
第
三
者
委
員
は
、

中
立
・
公
平
な
立
場
か
ら
利
用
者
、
事
業
者
双

方
の
意
見
を
聴
き
、
課
題
解
決
へ
導
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
任
期
の
委
員
選
任

　
令
和
４
年
11
月
１
日
か
ら
新
し
い
任
期
の
第

三
者
委
員
が
選
任
さ
れ
、
３
名
の
う
ち
２
名
が

新
し
い
委
員
と
な
り
ま
し
た
。

　
11
月
22
日
（
火
）
に
研
修
会
を
行
い
、
第
三

者
委
員
の
役
割
や
当
協
議
会
が
行
っ
て
い
る
事

業
に
つ
い
て
説
明
し
、
令
和
４
年
度
に
受
け
付

け
た
苦
情
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。
そ
の
後

の
意
見
交
換
で
は
、
各
委
員
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

等
を
い
た
だ
き
、有
意
義
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

第
三
者
委
員
の
紹
介

西
島
隆
子
（
民
生
児
童
委
員
）

坂
田
俊
明
（
高
齢
者
相
談
員
）

德
尾
真
龍
（
教
育
委
員
）

左から西島委員、坂田委員、德尾委員

寄
付
の
御
礼

町
ゴ
ル
フ
協
会

　
11
月
11
日
（
金
）
に
町
ゴ
ル
フ
協
会
主
催
で

「
第
23
回
益
城
町
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
」

が
開
催
さ
れ
１
３
４
名
の
方
が
参
加
さ
れ
、
ハ

ツ
ラ
ツ
と
プ
レ
ー
さ
れ
ま
し
た
。

　
終
了
後
の
表
彰
式
に
先
立
ち
、
参
加
費
の
一

部
を
当
協
議
会
に
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
例
年
寄
付
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

埼
玉
県
和
光
市
社
協

　
11
月
13
日
（
日
）
に
和
光
市
民
ま
つ
り
実
行

委
員
会
主
催
で
「
和
光
市
民
ま
つ
り
」
が
開
催

さ
れ
、
そ
の
中
で
熊
本
県
人
会
の
ブ
ー
ス
が
設

け
ら
れ
、
熊
本
地
震
復
興
支
援
金
と
し
て
和
光

市
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
３
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
っ
た
そ
う
で
す
が
、
盛
況
の
う
ち
に
終
え
る

こ
と
が
で
き
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

開会後のセレモニーの様子

熊本県人会のブース
では熊本にゆかりの
あるものが販売され
ました

贈呈式の様子

問　
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６
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◎
地
域
サ
ロ
ン

　
現
在
、
益
城
町
で
は
61
行
政
区
55
か
所
で
地

域
サ
ロ
ン
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
サ
ロ

ン
で
は
、
近
所
の
つ
な
が
り
や
情
報
共
有
、
防

災
や
防
犯
な
ど
有
事
の
際
の
対
応
方
法
な
ど
を

話
し
合
い
な
が
ら
地
域
づ
く
り
や
地
域
の
課
題

把
握
の
場
の
一
つ
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

外出や季節のイベントなどを楽しみながら活動されています

お父さんも参加されました

◎
親
子
講
座

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
人
と
の

関
わ
り
方
や
生
活
環
境
が
著
し
く
変
化
し
、
そ

れ
に
加
え
て
活
動
も
制
限
さ
れ
、
子
育
て
家
庭

は
孤
立
し
や
す
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
様
々
な

制
限
の
中
で
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
な
が
ら
生
活
を

し
て
い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
親
子
の
ス
キ
ン

シ
ッ
プ
が
大
切
で
あ
り
、
悩
み
や
不
安
に
思
っ

て
い
る
こ
と
を
話
せ
る
機
会
を
持
つ
こ
と
で
思

い
を
共
感
し
、
子
育
て
に
自
信
を
持
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
講
座
を
企
画
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

社
協
だ
よ
り
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
年
２
回
開
催
予
定
で
す
。

◎
地
域
サ
ロ
ン
「
応
援
隊
」

　
地
域
サ
ロ
ン
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
地
域
サ
ロ
ン
「
応
援
隊
」
養
成
講

座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
講
座
受
講

後
、
受
講
者
が
地
元
の
地
域
住
民
と
「
み
そ
作

り
体
験
教
室
」（
表
紙
写
真
）
を
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
住
み
慣
れ
た
地
域
を
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
い

き
ま
せ
ん
か
？

地域サロン「応援隊」養成講座の様子

　
地
域
福
祉
課
は
、
地
域
福
祉
の
推
進
を
目
的
に
地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
区
長
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
、
高
齢
者
相
談
員
、
老
人
会
、
婦
人
会
等
の
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
地
域
の

皆
様
の
協
力
を
得
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
地
域
づ
く
り
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

地
域
福
祉
の
概
要

◎
ふ
れ
あ
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド

　
コ
ロ
ナ
禍
で
な
か
な
か
集
ま
る
機
会
が
少
な

い
中
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方
へ
主
に
福

祉
体
験
等
を
経
験
さ
れ
た
小
学
４・
５
年
生
の

皆
さ
ん
か
ら
預
か
っ
た
心
温
ま
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

カ
ー
ド
を
民
生
委
員
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
に
ご

協
力
い
た
だ
き
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
一
緒
に
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て
お
り
、
感

謝
の
気
持
ち
が
こ
も
っ
た
返
事
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
返
事
の
葉
書
紹
介
は
次
号
の
社
協
だ
よ
り
２

月
号
で
ご
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

西村社協会長から土山民児協会長へ

問　
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６



７2023/1社協だより

◎
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
地
域
住

民
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
が
い
を
持
っ

て
生
活
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
地
域
の
方
々
の

声
を
聴
き
な
が
ら
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
に
向
け
、「
支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
」

の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

こ
ん
な
時
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

・
気
軽
に
集
ま
る
居
場
所
を
作
り
た
い

・
地
域
の
活
動
に
参
加
し
た
い

・
人
の
役
に
立
つ
こ
と
が
し
た
い

・
一
緒
に
活
動
で
き
る
人
を
探
し
て
い
る

　
ま
た
、
ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
地
域
へ
出
向

き
、
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
の
研
修
や
勉
強
会

の
出
前
講
座
な
ど
も
行
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

地域福祉塾の様子 おでかけ支援体験

◎
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

　
こ
ん
な
こ
と
で
お
悩
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

相
談
支
援
事
業

子
ど
も
・
家
族
の
こ
と

・
子
ど
も
の
学
費
や
勉
強
の
こ
と
が
心
配

・
家
に
引
き
こ
も
っ
て
い
る
家
族
が
い
る

住
ま
い
の
こ
と

・
会
社
を
解
雇
さ
れ
住
む
と
こ
ろ
が
な
い

・
家
賃
が
払
え
ず
、
家
を
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

仕
事
の
こ
と

・
仕
事
が
見
つ
か
ら
な
い

・
仕
事
が
続
か
ず
収
入
が
安
定
し
な
い

・
仕
事
を
始
め
た
い
け
れ
ど
働
け
る
か
不
安

生
活
費
の
こ
と

・
借
金
を
何
と
か
し
た
い

・
税
金
や
公
共
料
金
が
払
え
な
い

・
家
計
の
や
り
く
り
が
う
ま
く
で
き
ず
生
活

が
苦
し
い

・
年
金
だ
け
で
生
活
が
で
き
る
か
心
配
だ

　
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、
ま
ず
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◎
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業

　
あ
な
た
の
暮
ら
し
の
安
心
を
お
手
伝
い
し
ま

す
。対
象
と
な
る
方
は
、認
知
症・知
的
障
が
い・

精
神
障
が
い
な
ど
判
断
能
力
が
低
下
さ
れ
て
い

る
方
で
日
常
生
活
に
不
安
が
あ
る
方
と
な
っ
て

い
ま
す
。

◎
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

　
生
活
費
や
各
種
費
用
に
つ
い
て
お
悩
み
の
あ

る
方
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

家
賃
や
公
共
料
金

の
支
払
い
が
心
配

最
近
物
忘
れ
が
多
く
て
通
帳
や

印
鑑
を
ど
こ
に
し
ま
っ
た
か
忘

れ
て
し
ま
う

お
金
の
使
い
方
が

心
配

認
知
症
地
域
支
援
事
業

ひ
と
り
で
介
護
を
抱
え
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か

　

認
知
症
は
誰
も
が
な
り
得
る
脳
の
病
気
で

す
。
介
護
す
る
家
族
は
不
安
や
ス
ト
レ
ス
が
た

ま
り
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
介
護
負
担
を

感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
自
分
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
誰
か
に
相
談
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

問　
県
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
‐
３
５
５
‐
１
７
５
５

（
水
曜
を
除
く
毎
日
、
９
時
か
ら
18
時
ま
で
）

　
益
城
町
で
も
「
も
の
忘
れ
相
談
室
」
を
開
い

て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、
12
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　また、認知症の人と地域の人の集まり「認知症カフェ」
も開催しています。

・オレンジカフェ「福富」「市ノ後」「下砥川」
問　益城病院　☎０９６－２８６－３６１１

・花カフェ「寺迫」
問　地域福祉課
　　☎０９６－２１４－５５６６
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居宅介護支援事業
　介護を必要とする本人やご家族からご相談が
あった場合、ケアマネジャー（介護支援専門員）
が心身の状況や生活環境のアセスメント（聞き取
り、調査など）を行います。
　その後、本人・家族の希望に沿った介護保険サー
ビスの選定を行います（通所サービスやヘルパー

車イスの貸し出し
　当協議会では、企業等からの善意のご寄付でいただいた車イス（自
走式）を、益城町内在住の高齢者や身体の不自由な方、一時的に病気
やけがをされた方を対象に無料で貸し出しを行っています（※ただし、
介護保険、他の制度で対応が可能な方は対象外となります）。
　貸出期間は最大１か月です。買い物や通院、旅行などの際にご利用
いただけます（※貸し出しや返却の際はご連絡後、当協議会事務所へお越しください）。
　また、学校、企業、地域での福祉体験などへも貸し出しております。詳細については、直接お問い合わせく
ださい。

事業紹介

　社会福祉施設等での体験学習を通して福祉への理解を深め、ボラ
ンティア活動に対するきっかけ作りや社会連帯感の高揚を図る目的
で開催しています。今年度は小学生１０名が参加され、災害に関す
る講話や災害用持出袋の配布等を行いました。 ワークキャンプ（７月２９日）

車イス体験（１０月２１日）
広安西小学校５年生

介護ベッド体験（１０月２８日）
広安西小学校４年生

　在宅において、高齢者等の介護をされている方を対象に介護者同
士の交流及び情報共有の機会をつくるとともに、日々の介護疲れを
癒すことを目的に、適切な介護知識・技術の習得と身体的・精神的
負担の軽減を目的として開催しています。

　学校に出向き、福祉に関する学習
や体験活動を実施しています。障が
いのある方や高齢者の方に対し、敬
愛の心を深め、福祉への理解と関心
を高め「人を思いやる気持ち」「違
いを認める心」などを伝えることを
目的として学校から依頼を受けて実
施しています。

在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い

（
７
月
19
日
）

ワークキャンプ

在宅介護者のつどい

福祉体験学習

など）。サービスを計画し、サービス担当者会議を
開催したのちにサービスの開始となります。
　「こんな時はどうしたらいいのだろう」「家族の
介護が不安」など、介護に関しての相談がありま
したら、お気軽にご相談ください。

問　
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６
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地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー

　
地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
は
熊
本
地
震
で

被
災
さ
れ
た
方
々
が
、
生
活
再
建
に
向
け
て

安
心
し
た
日
常
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
平
成

28
年
10
月
よ
り
活
動
を
開
始
し
、
現
在
活
動

７
年
目
で
す
。
こ
の
間
、
仮
設
団
地
、
み
な

し
仮
設
住
宅
、
在
宅
被
災
世
帯
を
訪
問
し
、

お
困
り
ご
と
や
各
種
相
談
へ
の
対
応
、
交
流

の
場
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
行
っ
て
参
り
ま

し
た
。

　
復
旧
・
復
興
の
局
面
に
応
じ
て
、
自
宅
再

建
や
災
害
公
営
住
宅
（
町
営
団
地
）
へ
の
入

居
が
始
ま
っ
た
頃
は
、
引
っ
越
し
支
援
（
荷

造
り
や
荷
解
き
等
）
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

災
害
公
営
住
宅
で
は
、
住
民
同
士
の
交
流
促

進
を
目
的
に
集
会
所
や
屋
外
で
お
茶
会
を
開

催
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
支
援
の
一
躍
を

担
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、
地
震
を
契
機

と
し
た
地
域
福
祉
推
進
に
社
協
と
し
て
取
り

組
む
中
で
、
被
災
さ
れ
た
方
々
が
再
建
地
で

安
定
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
民
生
委

員
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
の
関
係
者
と
も
連

携
し
、
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
は
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災

害
後
に
設
置
さ
れ
た
県
南
の
地
域
支
え
合
い

セ
ン
タ
ー
支
援
に
も
出
向
き
、
こ
れ
ま
で
の

活
動
を
通
じ
て
、
助
言
等
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
益
城
町
の
復
興
は
徐
々
に
進
ん
で
い
ま
す

が
、
木
山
仮
設
団
地
、
み
な
し
仮
設
住
宅
に

は
、
令
和
４
年
11
月
末
現
在
で
７
世
帯
が
生

活
さ
れ
て
い
ま
す
。
訪
問
活
動
や
お
茶
会
開

催
を
通
じ
て
引
き
続
き
、
住
民
の
皆
さ
ま
に

寄
り
添
っ
た
支
援
活
動
を
展
開
し
て
い
く
と

と
も
に
益
城
町
の
地
域
福
祉
推
進
に
貢
献
で

き
る
よ
う
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
）

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

と
は
、
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら

な
い
悩
み
ご
と
や
困
り
ご
と
を
受
け
止
め
、

支
援
機
関
と
の
連
携
や
制
度
・
サ
ー
ビ
ス
を

活
用
し
な
が
ら
困
り
ご
と
の
解
決
を
目
指
す

地
域
の
身
近
な
相
談
員
で
す
。

　
ご
相
談
は
高
齢
・
障
が
い
・
子
ど
も
・
生

活
困
窮
な
ど
の
枠
組
み
に
捉
わ
れ
ず
、
包
括

的
に
受
け
止
め
て
ご
本
人
や
ご
家
族
と
困
り

ご
と
の
解
決
に
向
け
て
一
緒
に
考
え
て
い
き

ま
す
。

　
福
祉
に
関
す
る
相
談
や
暮
ら
し
の
中
で
の

困
り
ご
と
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お茶会での町民総踊り

毎週金曜日に行っているラジオ体操 訪問活動の様子

問　
０
９
６
‐
２
８
９
‐
６
０
９
２
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昨年も多くのご依頼をいただき感謝申し上げます
本年もよろしくお願いいたします

　当センターは、令和４年１１月末現在で１０１
名（男性７８名、女性２３名）の会員さんが所属
しています。地域の皆様や企業から、主に草刈・
剪定・除草・農作業・家事清掃等のご依頼を受け
活動しています。
　これからも地域に貢献する仕事を通じ、皆様か
らの信頼を得て、会員の方々が楽しく健康で活き
活きとした生活を送り続けられるように活動して
いきます。

入会希望の方へ
　当センターでは、随時新規会員を募集しています。無理なく自分のペースで就業することができます。
益城町在住の概ね６０歳以上の健康な方であればどなたでも会員になれます。
　入会をご希望の方や活動について詳しく知りたい方は下記までご連絡ください。話を聞くだけでも構
いません。

問　シルバー人材センター　☎０９６－２８９－６０９２

草刈作業

除草（草取り）作業 農作業（柿畑の手入れ）

定期就業（文化会館清掃） 就業中の休憩時間の様子

活動紹介

問　
０
９
６
‐
２
８
９
‐
６
０
９
２
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活
動
発
表
会
を
行
い
ま
し
た

木 山 仮 設 利 用 団 体
地域支え合いセンター

　

11
月
29
日
（
火
）
に
木
山
仮
設
団
地

西
集
会
所
で
仮
設
団
地
利
用
団
体
の
共

催
で
活
動
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
あ
い
に
く
の
天
気
で
し

た
が
、
日
頃
の
活
動
を
披
露
し
、
多
く

の
方
が
参
加
さ
れ
大
変
に
ぎ
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

　

一
緒
に
体
操
や
踊
り
な
ど
に
参
加

し
、
食
事
提
供
も
皆
さ
ん
で
協
力
し
、

だ
ご
汁
、
ぜ
ん
ざ
い
、
ポ
ン
菓
子
、
綿

菓
子
、
た
こ
焼
き
等
も
振
る
舞
わ
れ
ま

し
た
。

参
加
団
体
の
ブ
ー
ス
ご
と
の
紹
介

展
示
の
部

・
た
ん
ぽ
ぽ
　
・
え
が
お
の
会

・
ひ
ま
わ
り
　
・
土
曜
日
ス
マ
イ
ル
会

発
表
の
部

・
な
か
よ
し
会
　
・
Ｂ
Ｈ
Ｎ

・
木
山
健
康
ク
ラ
ブ

・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ま
し
き

・
吟
道
清
吟
流
　
益
城
支
部

・
パ
ソ
コ
ン
教
室

・
た
ん
ぽ
ぽ
、
え
が
お
の
会
、
ひ
ま
わ
り

飲
食
の
部

・
移
動
図
書
館
　
お
あ
し
す

・
生
協
く
ま
も
と

・
バ
ル
ビ
ー
　
・
熊
本
な
つ
か
し
か
隊

・
宮
﨑
さ
ん
と
そ
の
仲
間
た
ち

皆さんで楽しい１日を過ごしました

町民グラウンド周辺の草刈作業

作業後のレクリエーション

吟詠の披露

手話ダンス

皆さんで炭坑節

シ
ル
バ
ー
の
日
と
は

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

毎
年
10
月
を
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間
」

と
定
め
、そ
の
第
３
土
曜
日
を
「
シ

ル
バ
ー
の
日
」
と
し
て
、
全
国
の

セ
ン
タ
ー
が
社
会
奉
仕
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
も
、
11
月
10
日

に
社
会
奉
仕
活
動
と
し
て
上
記
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

奉
仕
活
動
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
交
流

高年齢者の生きがいづくり
シルバー人材センター 

　
奉
仕
活
動
は
、年
に
１
回
「
シ
ル
バ
ー

の
日
」
と
し
て
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献

と
セ
ン
タ
ー
を
地
域
の
皆
様
に
広
く

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
実
施
し
て
い

る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
11
月
10
日
（
木
）
に
町
民

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
奉
仕
活
動
を
実
施
し
ま

し
た
。
当
日
は
、
会
員
35
名
が
参
加
し
、

主
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
外
周
フ
ェ
ン
ス
沿
い

の
除
草
及
び
草
刈
作
業
を
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、
奉
仕
活
動
終
了
後
に
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
、
会
員

同
士
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。



1 　当協議会で行っているイベント
や相談日等を掲載しています。詳
細は、お気軽にお尋ねください。

心配ごと相談　相談員予定表
◇お問い合わせ一覧
益城町保健福祉センター内
・総務課　　　　　　　　☎ 096-214-5566
・地域福祉課　　　　　　☎ 096-214-5566
・在宅福祉課　　　　　　☎ 096-214-5566

木山仮設団地北集会所
・地域支え合いセンター　☎ 096-289-6092
・コミュニティソーシャルワーカー
　　　　　　　　　　　  ☎ 096-289-6090
・シルバー人材センター　☎ 096-289-6092

※ 相談員は変更になる場合がありますので、ご了承ください。
※ 新型コロナウイルス感染防止対策として電話での相談も受け
付けています。
　☎ 080-8427-8981（開設時間のみの受け付けです）

１２

発行 /社会福祉法人　益城町社会福祉協議会　会長　西村　博則

〒861-2233 熊本県上益城郡益城町惣領１４７０
益城町保健福祉センター「はぴねす」内
ＴＥＬ /096-214-5566　ＦＡＸ /096-214-5567
ホームページ　https://www.mashiki-shakyo.or.jp/
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